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［論文要旨］

はじめに

❶研究史の整理と絵馬の活用

❷近世の土佐カツオ一本釣りと絵馬

❸絵馬を読む

おわりに

　小稿はカツオ一本釣り漁の様子を描いて社寺に奉納された絵馬，すなわち「カツオ一本釣り絵馬」
を分析することにより，和船時代のカツオ一本釣り漁の実態を明らかにすることを目的としている。
文献資料に制約があり，また聞き取り調査に関してもその限界が明らかな対象に対して，画像資料
の果たす役割は大きい。とくに生業に関する絵馬は，それが奉納者の生業の繁栄を祈願したもので
あるがゆえに，実景・実情を反映したものが多いと考えられる。したがって，形式化や誇張，ある
いは祝祭的表現などに留意しながらも，絵馬は資料として積極的に活用されるべきである。
　高知県内には，他の地域に比べて多くのカツオ一本釣り絵馬が残されている。これらの絵馬は，
土佐藩による漁業政策を後ろ盾とした近世におけるカツオ一本釣り漁の発展を背景に，鰹節の流通
をとおして経済的結びつきの強かった大坂にその起源があると考えられる。その痕跡は，カツオ一
本釣り絵馬が，大坂を中心として生産・販売された船絵馬の構図を受け継いでいることに見て取れ
る。
　小稿では，高知県幡多郡黒潮町上川口の天満宮に残された慶応元（1865）年奉納のカツオ一本釣
り絵馬を素材とし，絵馬を聞き取り調査で得られた情報を裏づける担保として用いるのではなく，
絵馬そのものを読み込む作業をとおして和船時代のカツオ一本釣り漁の漁場や漁撈具，労働組織，
服装，身体技法，そして俗信等について考察した。明らかにし得た範囲は絵馬に描かれた情報を大
きく超えるものではないが，描かれた景観に関する地元の人びとの認識や漁師の技法，あるいは服
装など，文献調査やインタビュー調査を中心としたこれまでの調査から一歩踏み出す成果も得るこ
とができた。こうした成果は，一方で絵馬そのものの史料的価値を裏づけるものでもある。
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